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全体ワークショップ(１)　　　　　　　　　　　　

『特別支援と外国語活動：授業に生かす外国語活動』

　　　　　塚田　初美(旭川市立愛宕小学校)

１　誰でもバスケット～特別支援学級(知的学級)でのアクティビティ
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準備　はてなボックス，絵カード(両面テープつき)，ハエタタキ，8色のベル，ゲーム要領，色カード
手順　＊円の中央にもイス（Special seat）を用意しておく。
①Mr. Hatenamanを呼ぶ。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・はてなマンがはてなボックスを持って登場する。

T：　What’s this? 　S： It’s a～．・・・・・・・・・・・・・・・・児童がはてなボックスからカードを引く。

②座るイスがなかった児童は、中央のイスにすわる。・・・・・・・・・・そこにすわるとゲームができる。

T：　Which do you want to do, Haetataki or ring a bell？

T：　What color do you like?・・・・・・・・・・・・・・・・・・・児童がハエタタキまたはベルの色を選ぶ。

T：　Ring (hit) the pink bell (card), 3 times．色のベル(カード)を指定された回数，鳴らす(叩く)。

③Special Seatに座ったときのゲームは2回までとし、3回目からはそのままゲームを続ける。
このゲームの利点

○勝敗がないので、勝ち負けにこだわる児童(敗北恐怖症、ゲーム恐怖症)も楽しく参加できる。

○フルーツバスケットと他のゲームを組み合わせることで、ゲームの楽しさが増す。

○算数(数を数える)との合科学習やベルを鳴らすことで目と手の共同学習ともなりうる。

アレンジ１・・・七夕バスケット，ハロウィンバスケット，クリスマスバスケット，summerバスケットなど季節や文化行事をテーマにすると、異文化理解とリンクできる。

アレンジ２・・・カードに描いてあるフルーツを実際に買い物に行き，フルーツパフェを作って参観日などにお家の人にご馳走する。～自立活動や生活単元学習とリンクできるかも？

２　みんなでパズル～通常学級でのアクティビティ(知的学級児が交流学級で学習する場合)

準備　カード（表：色カード，裏：色に関係のある食べ物の絵の一部(１/8)），タンバリン

手順　＊以下，SNSはspecial needs studentsへの支援を意味する。
①あいさつと質問
S1： Hello.　　 S2： Hello.・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・どちらから声をかけてもよい。　

S1： Do you have red ?　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（SNSはredだけでよい。)

S2： Yes,　I do.（一緒に移動する。）　　S2： No, I don’t.　See you, later
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（SNSはyesやNoだけでよい。)

＊Yes～ または No～しか言ってはいけない。(×赤のカードを持っている人，集まれ!」など)

＊カードを人に見せてはいけない。(×「これと同じカード持っている人？」など)
②同じ種類のカードが集まったら，裏返してパズルを組み立てる。もし，８人集まらないときは，黒板の近くに置いてあるカードを足す。組み立てたら座り、カードに描いてある絵にちなんだジェスチャーを決める。（集まったカードが８まい以下の場合，絵を予想し発表する方法もある。）
③児童全員：　What is it?　(リズムに乗って)　グループ：　It’s an apple.　 (ジェスチャーをつけて)　(SNSは　appleの部分だけ一緒に言う。)

このゲームの利点

○2段階の会話のパターンを用意することで，すべての児童がゲームに参加できる。

○それぞれのグループで，パズルを合わせ，ジェスチャーを考えることにより，グループごとのコミュニケーションが深まる。

○表と裏(絵や写真，アルファベット，数字，色など)の関わりを意識できる。

○パズルでできあがる絵や写真などの工夫により，社会科や総合学習などへ発展させることもできる。(各国の衣食住に関わるような写真から開発教育へ，など)

アレンジ！
初級編　　表＝スポーツ用ボールなど　裏＝スポーツの絵→What sports do you like?

中級編　　表＝アルファベット１文字　裏＝顔写真→Who are you?
表＝国の動物（パンダなど）　裏＝その国の国旗→Ｗｈｅｒｅ are you from?
上級編　　表＝国旗(Do you have the white and red flag? Moon and stars　flag?)　裏＝その国の名所・名物の写真→Where do you want to go?

みんなでパズルカードの例　　　
初級例→
中級例→
　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表・黄色　　　　裏・みかん　　　　　　　　表・パンダ　　　裏・国旗
『児童の特性と英語活動』
・日本語よりも抑揚があり,表情や動きを大きく伴う英語は,コミュニケーション力の育成に新鮮な刺激を与えるものとなる。リズミカルな歌,ゲームなどを通して英語という音を楽しみ，親しんでほしいと願っている。また，表現することの楽しさや大切さも体験してほしいと思う。

・ある時，音楽の授業で「セブンステップス」のCDをかけた。私は，日本語の数字→英語の数字という学習の流れを考えていたので，CDよりも大きな声で「いち・に・さん」と歌った。しかし，子どもたちはCＤと同じように「one two three」と歌った。リズムやメロディにのった「one two three」の方が，耳に入りやすく，記憶されたのではないだろうか。実際，歌ってみると「one two three」の方が，歌いやすい。大人は，英語を語学として分類するが，子どもたちは，音楽や体育に近い感覚(情緒や身体の解放のような)で捉えているように思う。緘黙的な児童が，英語では，あいさつできるとよく聞く。脳科学などの詳しい研究が待たれる。
・他教科などでは，学年が上がるにつれ，習得に差があるが，英語活動は，差が小さく，自信を持たせたり，自己評価をあげたりできる。

・以下，特別支援の児童によいことは，通常学級の子どもたちにも効果的と言われているため，活動を考えるときの参考にしていただければ幸いである。

・順番や勝ち負けにこだわる。→　誰でもバスケット
・集中力が続かない。→　じゅうたんすごろくや大きなサイコロ　(自分の番が来るまで待てる。)
・人との関わりがうまくできない。→　3ヶ国語で朝のあいさつ(日本語，英語，スワヒリ語など)
→　支援学級で練習した後，同じ活動を交流学級で行う。

・生活体験の不足　→　身近な生活と関わっているもの(買い物活動など)

・言葉理解の弱さ　→　絵や図，写真，音楽，リズムなどでイメージを補足する。
・見通しや関係性把握の弱さ→　1時間の流れを黒板に示しておく。
・音楽やリズムに合わせて動くことが得意→リズム, メロディ　チャンツ等を組み合わせる。
・通常の学級で知的学級児童が英語活動を行う場合

通常学級の児童においては、「違い」に対する柔軟性と受容性の育成が期待される。これは，コミュニケーションの基本といえるのではないだろうか。
交流学習では，障害の有無にかかわらず，みな同じ土俵に立ち，互いに個性を認め合い可能性を見出すことのできるような活動を仕組むことができれば，すばらしいと思う。
私の学級の子どもたちは、交流学習をとても楽しみにしているし，本人の誇りになっている。他の教科では，うまく交流学習ができない児童も外国語活動では，通常学級の児童と楽しく活動している姿も見られる。
学級の中で培われた交流する力が、世界の人々との友好的な絆を結ぶ第一歩となりえると信じて結びの言葉としたい。
















